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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、erbB-2/B細胞転座遺伝子トランスデューサータンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。このファミリーのメンバーは、細胞増殖を制御する可能性のある抗増殖因子です。コードされているタンパク質は腫瘍抑制因子として機能する可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2011年8月],機能：erbB-2受容体チロシンキナーゼと相互作用する抗増殖タンパク質。タンパク質チロシンキナーゼ受容体と物理的および/または機能的に相互作用する可能性があります。,PTM：SerおよびThr残基がリン酸化されています。,類似性：BTGファミリーに属します。,サブユニット：CNOT7と相互作用します。,組織特異性：普遍的です。,
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	-
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	TOB1（リン酸化Ser164）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	HT29細胞ライセートを血清20% 15‘で処理し、TOB1（リン酸化Ser164）抗体を用いてウェスタンブロット解析を行った。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化TOB1（S164）ポリクローナル抗体を用いたJK細胞のウェスタンブロット解析

